
［研究の先に見据えるビジョン］

触媒化学は、エネルギー・環境問題を解
決に導くという点で、今後の人類社会の持
続可能な発展において大きな役割を果たし
ます。我々は、金属錯体触媒の自在配列
に取り組むことで、触媒分子の性能（反応
効率など）向上や反応機構の解析、革新
的な触媒反応の開拓につなげていきます。
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金属錯体触媒の自在配列によって拓かれる触媒化学の未来

エネルギーや環境問題の解決手段として「人工光合成」に注目が集まっています。我々
は人工光合成の達成を目指し、天然の光合成反応系に倣って、触媒反応を担う「活性
中心」の周りに「反応場」を合理的に構築した“機能統合型”小分子変換触媒材料の開
発に取り組んでいます。これまで、新規コバルトキュバン錯体を電気化学的に重合す
ることで、「活性中心」と「電荷伝達サイト」を併せ持つ機能統合型酸素発生触媒を
構築し（図1）、このような機能統合は良好な酸素発生触媒材料の創出にあたって新戦略
となることを確認しました。また水中で二酸化炭素還元を効率よく進行させるために
は、鉄ポルフィリン錯体を自己
集積化させ、「隣接活性中心」
と「基質濃縮サイト」の機能統
合が重要であることを見出しま
した（図2）。金属錯体に着目し
たこれらの成果は、革新的触媒
系の創出につながると期待でき
ます。

図1 電解重合による高効率酸素
発生触媒の創出

図2 水中二酸化炭素還元を効率よく
駆動するフレームワーク触媒
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